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Interactions of Developmental Disordered Children in Classrooms

― Present situations and tasks ―
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Abstract: This paper’s purpose is to review researches about interactions of developmental 
disordered children  in classrooms, and discuss  the  tasks of research.　In Japan, special 
support education  is advanced  from 2003, and education  for developmental disordered 
children became more  important  even  in  ordinary  schools  and ordinary  classes.　In 
preceding  studies  in  the  fields  of  education  for  disorder  children  and  psychology, 
interactions are  looked on one of social skills  in which most developmental children are 
weak, and  the progress of  interaction  is one of purposes.　Recently  social  inclusion or 
inclusive education is aimed, therefore how to treat developmental disordered children in 
classrooms became big  issues as well as how to  teach each disordered children by the 
method  fitting  in each disorder.　So we need to describe  interactions  in classrooms by 
ethnographical way.
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１．はじめに

　本稿の目的は，日本における発達障害児の相互作用
研究を概観し，その現状と課題を示すことである。
　現在わが国では，特別支援教育の進展にともない，
発達障害という言葉が学校に浸透しつつある。発達障
害には，自閉症や高機能自閉症といった広汎性発達障
害，学習障害（LD），注意欠陥／多動性障害（AD/
HD）が含まれる。医学や心理学による診断が行われ，
教育の場は，特別支援学級や小学校であれば通級指導
教室のほかに，通常学級も制度において明確に位置付
けられている。また，世界的な動向として統合教育や
インクルージョンがめざされていることもあり，通常
学級においても，教科指導や学級経営を進める上で，

発達障害をもつ子どもたちへの対応の必要性が高まっ
ていると考えられる。
　これまで，発達障害児への対応ということを考える
際に，発達障害児の相互作用にはどのような特徴があ
るのかを明らかにすることがめざされてきた。それぞ
れの障害の特性に合ったより良い教育が模索されてい
るのである。そのため，障害児教育や心理学の分野で
は，自閉症を中心に発達障害児の相互作用研究がおこ
なわれてきた。それらの研究では，発達障害児が他の
児童や教師に働きかけたり関わったりする行動を観
察・計測し，頻度や継続時間による統計的な分析に
よって，相互作用の実態が明らかにされてきた。明ら
かになった特徴や実態にもとづいて，実践的な対応が
示唆されてきたのである。
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　しかしながら，そういった研究では，発達障害児が
教室という場でどのように活動し，位置づいているか
ということについては，十分に検討されてこなかっ
た。インクルージョンがめざされる今，教室において
発達障害児を一員として位置づけ，教育を行うことが
求められる。ダンピング（投げ込み）と言われる形だ
けのインクルージョンにしないために，インクルー
ジョンがいかにあるべきかということを考えなければ
ならない。そこで，具体的な相互作用を社会的な文脈
も含めて描く研究が行われることが重要となる。相互
作用を記述することによって，発達障害をめぐる問題
やその背景といったよりメタレベルの問題に目を向け
ようとする研究がなされていかねばならない。
　そこで，本稿ではまず，これまで障害児教育や心理
学を中心に行われてきた発達障害児の相互作用を概観
し，次に新たな視点となるエスノグラフィックな相互
作用研究について論じる。最後に，それらの研究の現
状をまとめ，課題について考察する。

２．障害児教育における相互作用研究

　日本における発達障害児の相互作用に関する研究
は，主に障害児教育や心理学の分野で行われてきた。
それらは，発達障害をもつ児童・生徒の行う相互作用
の実態を明らかにし，その促進や改善をめざすものが
中心であった。その中でも，発達障害児と健常児を中
心とした他の子どもとの間の相互作用を対象としたも
のがまず挙げられる（金ら 2004，金・細川 2005b，
廣瀬ら 2001）。一方で，子どもと大人の間で行われる
相互作用を分析し，大人が発達障害児にどのようにか
かわればよいかということを明らかにしようとした研
究もある（竹村・杉山 2002，竹村 2008，伊藤・西村 
1999）。
　本章ではまず，これらの発達障害児が行う相互作用
の実態を分析した研究について概観していこう。
　はじめに，発達障害児の相互作用について，その特
徴や重要性を指摘する金・細川（2005a）の研究につ
いて述べる。次に，相互作用が行われるのが，子ども
間（発達障害児－健常児，発達障害児同士）であるも
のと，大人（教師，臨床家）－発達障害児間であるもの
との２つに分けてそれぞれ検討していく。
（1）発達障害児の相互作用
　まず，発達障害児の相互作用については，金・細川
（2005a）が論じている。金らは，「発達障害児の様々
なスキルの障害を改善することと，機能的な学習スキ
ルあるいは機能的な生活スキルを教えることが重視さ
れてきた」先行研究に対し，「仲間との相互作用の発

達に大きな価値と重要性がある」と指摘する。その主
張のもと，「自閉症児を中心とした発達障害児の社会
的相互作用に関する近年の研究を，方法論的・理論的
視点から概観し，今後の展望について検討」している。
　発達障害児における社会的相互作用の発達について
は，「健常児と同様に発達障害児においても，学童期
に仲間から拒否されがちであると，その後の発達にお
いても対人関係に困難を示す可能性が高い」にもかか
わらず，「社会的相互作用の困難は，発達障害児の特
徴の１つ」とされている。したがって，「発達障害児
の仲間関係について綿密な研究を行い，改善の糸口を
探すことはきわめて重要」なのである。
　課題と今後の展望として，①「障害児を通常の教育
環境へ，というインクルージョンの考え方が広がって
いる今，健常児と共に過ごせる通常学級での社会的行
動を分析することが求められる」，②「社会的スキル
を教えることだけに重点を置くと，社会的スキルの獲
得が最終的な目標になり，社会的な関係を築くことの
重要性が薄れてしまう危険性もある。また，目標とし
て選ばれた社会的スキルは，子どもの価値観ではなく
大人の側の価値観にもとづいて選択されることもしば
しばある」，③「今後，発達障害児が仲間関係を築く
ことの困難は彼ら自身に内在する問題であるという考
え方から，発達障害児と他児との間の相互作用の関数
であること前提とした研究の発展が期待される」とい
うことを主張する。
　そして，「発達障害児の個々の行動を単独に生起し
た事象として見るのではなく，日常の場面における発
達障害児と健常児双方の行動を系統的に観察し，行動
がどのように相互に関係しているのかを分析する必要
がある」と結論づけている。
（2）子ども間の相互作用
　金・西永・細川（2004）は，通常学級における健常
児と発達障害児の相互作用について明らかにしてい
る。通常学級に在籍するADDの児童１名と，健常児
３名を対象とし，ポケット PCを用いて自由遊び場面
の行動観察を行っている。観察に際しては，児童の働
きかけ行動を「自分の活動へ誘う」「相手の活動に参
加する」という大きく分けて２つに分類し，生起頻度
や継続時間を計測する。
　「『相互作用』とは，２人の子どもの，相互作用に向け
られた社会志向行動（SDB: socially directed behavior；
他者を見ることに伴う，または，見る直前，または直
後に起こる諸行動；Mueller, & Brenner, 1977）の随
伴性が１ターン以上ある状態」とされている。したがっ
て，相互作用の結果として，相互作用の「あり」「なし」
が設定される。「いれて」という呼びかけに「いいよ」
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と応えるといった「相互作用のある活動が成立する」
場合は「相互作用あり」となり，「いれて」に対して「だ
め」と言って去るという「相手に拒否される，または
反応がない」場合は「相互作用なし」とされる。行動
観察によって得られたデータは，統計的に分析され，
健常児と発達障害児との相互作用の特徴を明らかにし
ている。
　金ら（2004）と同様の関心と手法にもとづいた研究
には，特殊学級での発達障害児の相互作用を分析した
金・細川（2005b）がある。ただし，観察の場が特殊
学級であるため，発達障害児が相互作用を行う相手に，
健常児だけでなく，他の障害児や教師が含まれている。
　特殊学級に在籍する障害児が相互作用を促進するひ
とつの方策として，交流教育がある。交流教育は，障
害理解のために行われており，これまで多くの知見が
蓄積されている。なかでも，廣瀬・加藤・小林（2001）
は，「自閉症児と健常児との相互作用の観点からみた
交流教育」という実践を行っている。自閉症児をもつ
保護者の多くの期待として，「健常児集団の中で相互
作用による発達の促進」があるという。そこで廣瀬ら
の実践研究では，「役割活動の遂行が，自閉症児と通
常の学級児童との相互作用において，交流教育を促進
させる教育プログラムとして機能していたか」という
ことが検討されている。
　これらの発達障害児と健常児を中心とした他の子ど
もとの相互作用を対象とした研究では，相互作用が社
会的スキルとしてとらえられていることが多い。した
がって，他者へ働きかけることができるかできないか，
ということが相互作用の有無と同義になっている。
（3）大人－子ども間の相互作用
　発達障害児が相互作用を行う相手は子どもだけでは
ない。教室に大きな影響を与える存在である，教師と
の相互作用についても見ていく必要がある。本節では，
教師を中心とした大人と発達障害児との相互作用を対
象とした研究について見ていこう。
　まず，教室という場ではないが，発達障害児と大人
との相互作用についての研究として，伊藤・西村
（1999）がある。伊藤らは，大学のプレイルームにお
ける大人と自閉性障害児の自由遊び場面の行動観察か
ら，「自閉性障害児との相互作用を成立させる上で重
要な要因」を明らかにしている。伊藤らは，相互作用
の成立を，「成立状態」「成立寸前状態」「不成立状態」
の３つの水準に分け，トランスクリプトの分析を行っ
ている。「自閉性障害児の相互作用の問題をもたらす
要因」と，「相互作用を成立させるために，おとなは
どのような働きかけをすればよいのか」ということが
明らかにされている。

　次に，教室における教師と発達障害児の相互作用を
研究したものとして，竹村・杉山（2002）がある。竹村
らは，児童の問題行動を「教師－児童間の相互作用の
問題によって生じ，エスカレートしている可能性があ
る」とらえ，「教師－児童間の相互作用の分析に基づ
いた教師への介入を実施し，その効果を検討」してい
る。そして，「通常学級に所属する軽度発達障害児の
行動上の問題をめぐる教師－児童間の相互作用の問題
について，教師側の要因に視点をおき，考察を得」て
いる。相互作用については，「二者関係」と捉えている。
方法としては，対象とする学級の授業の観察と質問紙
によって，教師－児童間の相互作用や教師の意識を調
査し，問題の分析を行い，その結果に基づいて教師に
「介入」を行っている。
　さらに竹村（2008）は，教師の評価（＝児童の「問
題行動」とそれに対する教師の対応，対応の効果を教
師自身がどのように把握しているのか）を，教師－児
童間相互作用に関連する要因ととらえ，「『問題行動』
をめぐる相互作用について，教師への介入方略を明示
する」ために，「児童とのかかわりに対する教師の評
価の特徴を明らかにし，教師－児童間相互作用との関
連を分析」している。その結果からは，「教師が児童
の行動への対応に困難を感じている事例は，児童の行
動をめぐって教師－児童間相互作用が悪循環し，『問
題行動』が顕在化している可能性が高い」と結論づけ
ている。

　このような大人と発達障害児との相互作用を明らか
にした研究では，大人が発達障害児の行動をいかにと
らえるかということが重要な要素となっているようで
ある。伊藤らは，発達障害児に対しておとなが適切な
反応を返すことが相互作用成立水準を高める要因とな
り，その反応の仕方が相互作用の持続に関して大きな
要因となっていると結論づけている。また，竹村らは，
発達障害児（広汎性発達障害児）の攻撃的行動を問題
と訴える教師に対して「介入」を行い，「両者の相互
作用の改善によって」「児童の行動上の問題も改善し
た可能性」を指摘する。
　教師などの大人のかかわり方よって，発達障害児と
の相互作用が変化するという結果は興味深いものであ
る。しかし，教室においては発達障害児の「開始行動」
をおとなが理解し，適切な反応をすることが難しい状
況もある。適切な反応をしようとする大人の姿勢は重
要であるが，実際の文脈において大人がどのようにか
かわり，そのかかわりに対して発達障害児がどのよう
に反応しているかということには気づかれないことが
多いのではないだろうか。また，発達障害児を教室の
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一員として見るならば，他の子どもに与える大人の影
響についても考慮する必要があるだろう。

　以上のように，障害児教育や心理学の分野を中心に
行われてきたこれまでの相互作用研究は，発達障害児
の相互作用の特徴を明らかにし，相互作用の改善や促
進をめざすものであった。その多くは，発達障害児の
相互作用について，子どもの発達を中心に据えた観察
が行われる。また，相互作用は量的に計測され，分析
は統計的なものであった。これらは，相互作用を促進
するために，相互作用を発達障害児の発達を中心に据
えて観察し，その実態を分析的に明らかにしようとす
る研究だと言える。
　相互作用の促進をめざす研究の最大の意義は，発達
障害児の対応に迫られる現在の学校に対して，有効な
手立てを提供しうることである。発達障害児はどのよ
うな相互作用を行うのかという特徴が明らかにされ，
そこから得られる対応についての示唆は意義深いもの
であろう。ただし，発達障害に限らず他の障害児教育
研究でも言われている通り，同じ発達障害でも個人差
があり，特徴や手立てについては必ずしも一般化でき
るものではないことは忘れてはならない。
　さらに，先行研究では，個々の発達障害児に対して
どう対応するべきかという知見は提供しうるが，教室
全体において発達障害児がどのように位置づいている
かということは十分に検討されていない。インクルー
ジョンが進められていく上で，発達障害児がどのよう
に教室で活動しているかということを検討し，インク
ルージョンのあり方を考えてくことが必要であると思
われる。

３．エスノグラフィーの視座

　発達障害児が教室などの社会的な場において，どの
ように活動しているのか，ということを相互作用の検
討を通して明らかにしようとするのは，教育社会学を
中心に行われているエスノグラフィックな研究である
（福留 1999，鶴田 2007・2008，堀家 2003）。これらの
研究は，子どもの発達に必要なものとして相互作用を
とらえるのではなく，相互作用を詳細に記述すること
によって，障害児をとりまく場で何が行われているの
か，何が問題となるのかということを明らかにしよう
とする。
（1）非発達障害児を対象としたもの
　エスノグラフィックな手法を用いて統合教育実践の
実際を明らかにしたものとして，堀家（2003）がある。
堀家は，分離教育か統合教育かという議論が，「障害

児の理想的な処遇のされ方」をめぐっての分離か統合
かという理念レベルでの二元論にとどまりがちで，統
合教育実践の内実を実証的に明らかにした研究はいま
だ少ないという問題関心を持っている。具体的には，
まず通常学級に在籍する肢体不自由児と，その子ども
をとりまく人々（教師・他の子ども・介助員）につい
て，彼が日常をすごす学校，教室での継時的な観察を
行う。観察によって，教師や生徒はその子どもをどの
ように処遇しているのか，彼自身は教室での活動にど
のように従事しているのか，そうした営みは教室の中
でいかなる教師－生徒関係の上に構築されているのか
といった統合教育の現状を把握する。その上で，「教
室の中での『障害児』のカテゴリー化がどのように行
われるか，その子どもの『障害』がいかに生み出され
るかについて描き出し」ている。調査では，小学４年
生のある教室における「参加者としての観察者」とし
てフィールドワークと，担任教師と考察の中心的対象
である児童の両親へのインタビューが行われている。
分析にあたっては，象徴的相互作用論の立場に立つ
P・ウッズの「ストラテジー（戦略）」の概念に依拠
している。「ストラテジーの概念を用いて教室の営み
を分析し，『障害児』を含む教室で，相互行為（教師
が行使するストラテジーと，それに対抗する子どもの
ストラテジー等）を明らかにすることを通して，教室
における『障害』がいかに生み出されるかを描き出す」
のである。
　鶴田（2007）は，養護学校における授業場面の分析
を行っている。その問題関心は，「そもそも〈障害児
であること〉とはどのようなことであるのだろうか。
医学や心理学的な判定基準によってではなく，人びと
のやりとりの中で〈障害児であること〉とはいかに成
立しているのだろうか」ということである。障害を「実
際の場面をもとに達成されるもの」ととらえ，授業の
様子を撮影した映像を分析し，教師とのやりとりを通
じて，知的障害児の「泣く」ことが，「障害児が泣く」
と過剰に意味づけられる過程を明らかにしている。
（2）発達障害児を対象としたもの
　福留（1999）の研究は，発達障害のひとつである「LD」
を社会的文脈においてとらえようとしている先駆的な
ものだと考えられる。福留は，一人の子どもを対象と
して，参与観察とインタビューを４年にわたって行い，
「『LD』児の行動は家族にどう受け止められるのか，
『LD』児は日常生活においてはどんな問題を抱えてし
まうのであろうかという点」を中心に考察を行ってい
る。「日常生活において『LD』児のいくつかの問題が
その周囲の他者との関係の中でうまれてくるものでは
ないかという仮説を検討する」ために，「家庭や学校
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といった社会的相互作用の場面」に注目しているので
ある。
　「LD」を他者との関係で生じる問題ととらえ，「『LD』
児の行動が家族や周囲にどう受け止められるのか」，
「子どもが『普通とは違うわたし』という意識をどう
形成していくのか」という問いは，発達障害やインク
ルージョンを考えていく上で見過ごすことのできない
ものである。また，それを論じていくための福留の豊
富な情報も目を見張るものがある。しかし，どのよう
な問題が生じているのかという問題を考察しようとし
ているにもかかわらず，「どうすればよいか」という
ことに議論がいきがちである。どうすればよいかとい
う実践的な問題解決の重要性を否定するわけではない
が，具体的な場面を詳細に記述し，読み解いていくこ
との難しさがあると言えよう。
　自閉症児の相互作用について検討しているのは鶴田
（2008）である。鶴田は，療育センターにおける療育
者と自閉症児のやりとりを分析している。自閉症のコ
ミュニケーションについて，客観的に測定・評価した
ものに「認知・機能的な欠陥との相関関係が見いだし
得る」限りにおいて，「『自閉症児の言語の問題』は客
観的に実在」するとしている。しかし，自閉症児の言
語の問題は，「社会的文脈があってはじめて」，「『問題』
や『困難』あるいは『障害』として立ちあらわれる」。
そのため，「『社会的』な場面においてはこの『問題』
を（脳）機能の欠陥に還元することはできない」とす
る。すなわち，「能力のあり方を管理していくことは，
障害児の心理学や生理学の問題である以前に，何より
もその場の参与者自身にとっての問題といえるのでは
ないか」と鶴田は問うているのである。
　このような問題関心のもと，鶴田は，療育者が許可
を得る質問の仕方（～してもいいですか）を自閉症児
に教えようとする場面を分析する。やりとりにおいて
自閉症児は，療育者の要求に応えられないという「失
敗」を繰り返す。その「失敗」に対して療育者は，「否
定を通して『できなさ』をあえて強調しながら，『で
きる』を追求する／させるというやり方」をとる。こ
のやり方で「できる」が追求されたのは，「発達可能
性への期待が，療育という実践を成り立たせている」
からだという。
　堀家や鶴田の研究は，教室における発達障害児の相
互作用とは言えないかもしれないが，いずれも重要な
視座を与えてくれる。障害学を中心に障害の社会モデ
ルが展開されてきたことなどとも関連して，「社会的
文脈があってはじめて」，「『問題』や『困難』あるい
は『障害』として立ちあらわれる」（鶴田 2008）とい
う視点が必要なのである。

４．おわりに

（1）まとめ
　本稿では，教室における発達障害児の相互作用研究
について，はじめにこれまで障害児教育や心理学の分
野で行われてきたものを中心に検討してきた。それら
の研究は，子ども同士や大人との間で行われる相互作
用を計測し，統計的に分析することによって，発達障
害児の相互作用の特徴や実態を明らかにしていた。特
徴や実態を明らかにすることによって，教室における
発達障害をもつ子どもへの具体的な対応についての示
唆を得ることができる点で障害児教育における相互作
用研究は意義深いものである。
　一方のエスノグラフィックな研究は，相互作用を詳
細に描くことによって，発達障害が問題となる過程を
明らかにする。過程を詳細に記述することによって，
発達障害そのものや，とりまく場のあり方から捉えな
おすことが可能となる。インクルージョンの進展がめ
ざされる現在の学校教育において，重要な視座を提供
しうるものであると考えられる。
（2）今後の課題
　今後の課題については，以下の３点について述べたい。
　まず，対象についてである。ここで検討した研究は
いずれも小学校段階を対象としたものであった。日本
での発達障害児の相互作用研究では，中学校以上の学
校段階に目を向けた研究がまだ十分になされていな
い。学校段階が上がるにつれて，子ども同士でも教師
との間でも相互作用のあり方は変化する。受験や校則
といった要因も，発達障害児に他者へのかかわり以上
のことを求めるだろう。つまり，子どもの成長と環境
の変化によって，発達障害児の相互作用も複雑となる
と考えられるのである。
　また，幼児教育の分野においても，発達障害児の相
互作用について豊富な知見が蓄積されている（園山ら 
1989，高橋 2004など）。しかし，今回は教室という場
に限定したこともあり，別稿に譲りたい。
　次に先の点とも関連して，本稿では紙幅の都合上，
国内の研究についてのみ検討を行った。しかし，国外
の研究も日本に影響を与えており，その知見は示唆に
富んでいる。したがって，機会を改めて，国外におけ
る発達障害児の相互作用研究についても検討したいと
考えている。
　３点目の課題は，相互作用をどのようにとらえるか，
ということについてである。先行研究においては，相
互作用の実態を客観的に示すために，子どもの行動を
細かく分類し，頻度や継続時間を計測するという方法
がみられた。そのような研究の場合，働きかけとそれ
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に対する応答が観察されるときに相互作用が成立した
こととなり，拒否や無反応は相互作用が成立したこと
にはならない。しかし，筆者には働きかけられた相手
が「拒否」することも１つの反応であり，相互作用が
起こっているように見えるのである。これは，中学校
以上であればより顕著に見られることである。教室の
なかで，授業や活動を妨げる言動をとる生徒（発達障
害をもつ生徒の場合もある）に対して，周りの生徒も
「反応しない」というやり方で対応することがある。教
師もまた，そのような言動に取り合わないことで，他
の生徒に影響を与えず教室の秩序を維持するという対
応をとる場合がある。すなわち，学校段階や場面によっ
ては，発達障害児が他者とかかわれることだけでなく，
状況に適切な行動をとることが必要であり，生じる相
互作用もおのずと多様となることが考えられよう。
　相互作用について，ある一定の行動を設定し，その
成否を計測することも１つの方法であろう。しかし，
相互作用と見なす行動が，発達障害をもたない者の基
準で設定される場合，発達障害児の「障害児」という
レッテルは強化されてしまう可能性がある。これにつ
いては，金ら（2004）が「目標として選ばれた社会的
スキルは，子どもの価値観ではなく大人の側の価値観
にもとづいて選択されることもしばしばある」と指摘
することと共通する。研究を進める際には，ある基準
をもって相互作用を設定することが，発達障害をもた
ないものの相互作用に発達障害児を追従させることに
もなりうるということに配慮する必要があるだろう。
　教室でのやりとりをありのままに記述することは，
一定の相互作用を設定することとは異なる。そこで生
じていることを通じて，自明とされている教室におけ
る規範や秩序を問い直そうとしていると言える。それ
によって，発達障害児を含む障害児が健常児とともに
学ぶインクルージョンのあり方について，具体的な示
唆を提供できる可能性がある。相互作用に注目するこ
とで，インクルージョンを形だけのものや運動に終わ
らせるのではなく，進展させる一助となるのではない
だろうか。
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